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自分自身 自　　 然 社　　　会
体験活動 25 事例 127 事例 120 事例
表現活動 25 事例 97 事例 113 事例
（実際の事例数215 事例と異なっているのは，自然 と
社会を重複した事例によるものである。）
この事例数全体を通して言えることは，体験活動に
おいては，自然を活動素材とした事例数 と社会を活動
素材とした事例数が， ほぼ似通った数値を示している
反面，表現活動においては社会を活動素材とした事例
数が，自然を活動素材とした事例数よりも多い。また，
生活科が体験活動によって知り得たことがらを表現す
ることころに基本を置いて考えると，自然を活動素材
とした体験活動と表現活動との差は，30 事例あり，社
会の７事例と比べて多いことがわかる。 この原因の一
つとして自然と社会の重複した事例が考えられる。
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重複した事例を数えてみると体験活動では57事例もあ
り
，表現活動に到っは22事例見られる。このことか
ら
，体験活動では，自然と社会の両者を活動素材とし
ながらも表現活動では
，そのどちらか一方による表現
で止め置かれていることが理解できる。
本論では
，事例数の最も多い社会を活動素材とした
生活科授業実践を取り上げ
，そこに見られる実践的特
性を明示するとともに，特性を生かした授業改善案を
提示する。
虱社会を活動素材とした授業実践に見られる特性
社会を活動素材とした生活授業実践は, 120事例で
あった
。その中から，さらに下位の活動素材である家
庭・学校・地域に分け
，それぞれにおける典型的授業
実践の特性を明示する。
（１）家庭を活動素材とした典型的授業実践の特性
家庭を活動素材とした授業実践は11事例あった
。そ
の中から,長岡京市立長法寺小学校の（ぼくのかぞく
。
3）
わたしのかぞく
」　の事例は他の事例に比べて家族の
仕事と自分の仕事との両面に関わった活動展開がなさ
れているため典型的事例として取り上げ分析を行った
。
この単元では
，家庭における家族のくらし捉えさ
せるために
，家庭生活の中の音に着目して取り上げて
いるところに手法としての特性が見られる
。家の人た
ちが出している音の中には
，くつろぎの音，遊びや仕
事の音などがあることに気付かせるために
，時間と場
所を視点としながら音調べをすることによって調査活
動が探求的に行えるよう配慮がなされている
。また，
クイズ形式の方法を取り入れることによって
，子ども
たちの興味
・関心さらに高めている。このようなク
イズ的遊びや時刻による仕事の分類を通して
，音と仕
事
，音と時刻との関わりに気付かせたり，自分の家と
友達の家との違いに気付かせたりしながら
，自分の生
活を振り返る出発点としている。
自分の仕事に関しても
，家族の音調べから自分の音
作りへと，子どもたちの意識の流れを誘発させる活動
展開から自己の行為を促す活動展開へとつながってい
る
。また，自分の仕事を家族との関わりの中で考えさ
せ
，表現も多様な方法が使われており，子どもたちの
主体的な活動の流れになっている。
（２）学校を活動素材とした典型的授業実践の特性
学校を活動素材とした授業実践は17事例であった
。
その中から
，神戸市立成徳小学校の「がっこうたんけ
んをしよう
」　の事例は他の事例に比べて子どもたち
の興味
・関心から探検活動が目的的活動として活動展
開がなされているため典型的事例として取り上げ分析を行った。
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この単元では
，学校探検が子どもたちの願いにそっ
た目的的活動として行われているところに特性が見ら
れる
。子どもたちは，自分たちの教室以外の場所に強
い関心や好奇心を抱いている
。そのことは，お昼の放
送が始まると「どこで言っているの
。」とか，休み時
間職員室へ行こうとすると
，「先生，どこいくの。」
と話し掛けたりしていることからもうかがうことがで
きる
。このような子どもたちの実態からの疑問を投げ
返してやることによって
，子どもたちの意識に基づい
た共通の問題として自分たちのまだ知らない所を探検してみようとなるのである。
このように
，子どもたちの「探検したい」願いを基
盤としながら
，さらに活動が意欲的に行えるように探
検隊のイメージにあった小物作りが行われ，子どもたち個々の思いが生かされた主体的な活動展開となって
いる。
（３）地域を活動素材とした典型的授業実践の特性
地域を活動素材とした授業実践は92事例であった
。
その中から，大阪教育大学附属池田小学校の「わたし5）
たちの町探検」　の事例は他の事例と比べて子どもた
ちの思いを生かし
，活動素材に幅をもたせた活動展開
がなされているため典型的事例として取り上げ分析を
行った。
この単元では
，活動へのめあての持たせ方と自分の
思いや
，こだわりを追求する活動の構成がなされてい
るところに特性が見られる
。活動へのめあての持たせ
方については
，みんなで町を散歩する活動を通して，
町の何に興味を持ったのか一人ひとりに決めさせ，こ
れからの活動への動機付けがなされている。自分の思いやこだわりを追求する活動の構成については，探検
活動にある。
探検活動が
，駅周辺の散歩からスタートし，自己の
めあてをもった探検活動
，自己の思いを追求する探検
活動
，情報交換のための探検活動，家の近所の探検活
動へと活動が展開している。つまり，これからの活動
に対して目的意識を持たせる探検活動から出発し
，目
的意識にそった探検活動
，さらに目的意識を深める探
検活動
，友達の思いと比較検証する探検活動，最後は
一般化を図るための探検活動へと活動構成がなされて
いる。
以上のように社会を活動素材とした典型的授業実践
の分析結果から
，子どもの願いや思いといった意識の
連続性を基本原理としながら
，素材が持っている特性
を取り入れたり，活動展開の工夫がなされていること
が理解できる。
次に
，ここで明らかにした基本原理をもとに私の勤
務校である播磨西小学校における生活科授業実践の改
善案を試みる。
IＶ
，基本原理に基づいた生活科授業の改善案
播磨西小学校において生活科に関する授業実践が行
われ始めたのは
，昭和61年度からであ。その当時は
社会科を中心とした合科的授業実践であった
。そこで
低学年社会科にも取り扱われていた内容の中から
，子
どもたちが最初に共同生活を営む場としての学校を取り上げ，改善案を提示する。
（１）播磨西小学校「学校を探検しよう」における取
り組みとその問題点
播磨西小学校「学校を探検しよう」の単元指導計画
は17時間配当となっており，指導目標としては次の三
点が挙げられる。
①入学後ニケ月が過ぎ，学校生活に少し慣れた子ど
もたちが
，目的的に学校探検をすることにようて，自
分たちが色々な施設や多くの人々の仕事のもとで学校
生活をしていることに気付かせる。
②自分たちの五感を通して行う学校探検によって捉えたことを，各自の能力に即して効果的に表現できる
ようにする。
③自分たちの学校生活が
，色々な人たちの仕事の上
に成り立っていることや
，自分が西小学校の一員であ
るという自覚をもつことによって
，お世話になった人々
に感謝しながら，積極的に学校生活を送ろうとする態
度を養う。
このような目標を達成するために学習段階を四つの
ステップに分けて行っている
。まず第一は，めあてを
もつ段階である
。これは，自分たちの現状を知り，各
自の興味や関心が何にあるのかはっきりとつかませる
学習段階である
。第二は，計画の段階である。これは，
各自の興味や関心に基づいためあてに向かって計画を
立てる学習段階である
。第三は，実施の段階である。
これは
，各自の計画にそって体験活動や表現活動が行
われる学習段階である
。第四は，評価の段階である。
これは
，体験活動によ･つて知り得た情報をまとめ，お
互いが交流することによって自己評価や相互評価が行
われる学習段階である。
「学校を探検しよう」の活動展開をこの四つの学習
段階にそって説明すると次のようになる
。
めあてをもつ段階では,始めに西小学校のことで知っ
ていることを出し合わせることによって
，子どもたち
にこれまでの学校生活を振り返らせる活動としている
。
子どもたちは
，ニケ月余りの学校生活を省みて，知っ
ている先生の名前や場所の名前を話し出すがまだまだ
知らない所や人が多いことに気付いていくのである
。
そこで，「‾知らない所を探検してみよう」という教師
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の投げかけによって
，子どもたちは探検という言葉か
らイメ
ジーが広がり，興味や関心を抱いていくのであ
る
。そして，自分がまだ知らない場所はどこなのか，
また
，どこへ探検に出かけたいのかといった各自のめ
あてが確認されるのである。
計画の段階では
，全員で校内めぐりを行うことによっ
て自分の興味
・関心がどこにあるのか，めあての再確
認がされている
。各自のめあてが決まると，探検グルー
プの作り方や教室の出入りの仕方などについて話し合
いが持たれた後
，同じ場所を探検する者同志が集まっ
て探検の計画が立てられている。
実施の段階では
，探検の計画にそってグループ探検
に出かけ
，特別教室や職員室などで見つけたことを，
その場で発見カ
ドーに書き込んでいくのである。また
見つけた物や名前や何のためにあるのかなどわからな
いところは
，質問カードに書かせながら探検活動を繰
り返すのである。
評価の段階では
，探検活動によって知り得た情報を
お互いが交換することによって
，同じ場所を探検して
も友達の気付きと自分の気付きに違いがあることや
，
表現の仕方にも違いがあることに気付いていくのであ
る
。ここでは，探検発表会を開く事前活動としてグルー
プごとに探検活動に出かけた場所や絵や
，そこで見つ
けたものの絵を書いたりする発表資料作りと
，探検発
表会をする活動として
，探検活動でお世話になった人
たちを発表会に招待して開くというものである
。
以上のような活動展開で実施したところ
，子どもた
ちの発表内容の多くが探検活動によって発見した「も
の
」であった。このことから，学校探検における子ど
もたちの目が学校の施設や設備に関するような「もの」
しか捉えていなかったことがわかる。
そこで
，学校を匚もの」で捉えさせるためではなく，
「人々
」との関わりでとらえさせるためにごっこ遊び
を取り入れたのである
。これは，子どもたちの先生に
なってみたいという夢と
，探検という言葉から未知へ
の憧れとの両方を組み込んだものにしたのである
。こ
れによって,子どもたちの観察の視点が
，従来の「も
の
」から「もの」と「人々」と関わりに広がると考
えたのである。主な学習活動を段階ごとに示すと以下
の通りである。
めあてをつかむ段階では
，子どもたちに空き箱で作っ
た学校の模型を見ながら
，知っている所やまだ知らな
い所がどこなのか
，お互いの情報を出し合わせている。
そしてそこにいる人が誰なのかということを話し合わ
せることによって
，学校には担任の先生以外にも多く
の人々がいることに目を向けさせていくのである
。子
どもたちの目が人々に向けられていくと，今度は自分
がなってみたい人について話し合いを持ち
，ごっこ遊
びのめあてが確認されるのである
。
計画の段階では，自分がなってみたい人が決まると
それに合わせて探検の場所も決まってくる
。探検する
場所が同じ者同志でグループを編成し
，具体的に探検
の計画を話し合うのである。
実施の段階では
，学校探検を繰り返しながら気付い
たことをカ
ドーに記録し，それをもとにグループで学
校ごっこに必要な小道具の準備や製作活動が行われて
いる。
評価の段階では
，グループごとに学校で働いている
人を役割分担によって演じながら，それぞれのグルー
プの良いところを話し合ったり
，探検活動でお世話に
なった人たちにお礼の手紙を書いたりする活動が行わ
れている。
以上の取り組みから問題点として二つのことが指摘
できる
。一つは，探検活動が本当に子どもたちの意識
の流れにそった主体的な活動となっているのか
，とい
う点である
。確かに探検という言葉からのイメージに
よって未知のことを探りたい欲求は
，子どもたちの誰
もが抱くことであり
，興味付けにつながると考えるこ
とはできる
。しかし，ただ単に学校探検をしようと投
げかけるだけでは
，校舎内の何を，どう探検すれば良
いのかあまりにも漠然としているため
，活動を引き起
こし，活動が連続するような手立てに欠けているとい
える。
二つには
，探検する視点として「もの」と「人々」
の両面から学校を捉えさせるねらいから
，ごっこ遊び
を取り入れることが適切であったか
，ということが指
摘できる
。子どもたちは学校ごっこをする目的で学校
探検を繰り広げようとするが
，仕事と人を結び付けた
学校ごっこを具体的にイメ
ジーし，役割演技によって
表現することが困難である
。ごっこ遊びでは，あくま
でも遊びの世界であり，表面的な捉え方に陥り易いと
いえる。
（２）「学校探検をしよう」の改善案
社会を活動素材とした授業実践における特性の中で
も述べてきた長岡京市立長法寺小学校の事例を参考に
して改善案を作成してみた
。長法寺小学校を取り上げ
た理由としては
，第一に音を素材とした探求的な活動
によって「もの」と「人」と「仕事」を関連付けて学
校を捉え易くなることが挙げられる
。第二に，五感に
働きかける活動素材によって子どもたちの意識の流れ
に合った主体的な活動が展開できると考えたからである
。
「学校探検をしよう
」の改善案では，入学後間もな
い
一年生の子どもたちが普段の学校生活の中で耳にす
ることができる音や声を調べることによって，学校を
「もの」と「人々」との関わりでもって捉えさせよう
とするものである
。そうすることによって，学校生活
を送る上で必要な仕事があることに自分の生活との関
わりで気付き
，また人々の仕事によって学校生活が支
えられていることや
，自分も学校の一員であることへ
の意識をそだてることにつながると考えられる
。そこ
で，この単元の目標を次のように設定した。
①学校生活の中で耳にすることができる音に目を向
け
，音調べをすることよって学校の人々が出してい
る音の中には
，遊びや仕事の音があることに気付くと
ともに
，音ともの，音と仕事との関わりに気付くこと
が
できるようにする。
②音調べによって見つけてきたものを絵や文章に表
したり
，お話をしたりすることができるようにする。
③友達と協力して音調べをすることによって
，学校
生活を楽しく過ごすことができるようにする
。
次に
，これらの目標を達成すための指導計画につ
いては
，子どもたちの意識の流れにそった形で活動が
展開されているように単元を構成する必要がある
。
そこで
，単元構成当たっては，イ），口）の部分
を導入の段階とし
，八），二），ホ）の部分を展開の
段階
，へ）の部分を終末の段階として位置付けたので
ある
。つまり，イ），口）によってこれからの活動へ
の意欲なり
，目的意識なりを持たせるための段階から，
八）では
，目的意識にそった情報収集活動に熱中でき
る段階へ
，そして，二）では活動によって獲得した情
報の中から必要な情報を選択・整理する段階へと続き，
さらに
，ホ）では 交換をしながらお互いの気付き
を深める段階となり
，へ）では気付きの確認をしなが
ら活動のまとめをする段階
へとつながる。
主な活動内容をもとにした単元構成は以下の通りで
ある。
単元名「学校探検をしよう
」（９時間）
イ）学校の中の音探検の計画を立てる
。（１時間）
・朝学校に来てから帰るまでに学校ではどんな
音や声が聞こえるか考え
，発表する。
・学校で音調べの計画を立てる。
口）学校の中を音探検するために必要な物を作る。
（２時間）
・音の探検隊に必要な物や事柄について話し合
う。
・話し合ったことをもとにして準備物を作る。
八）音探検に出かける
。（２時間）
・学校の中の音調べをする。
・音調べをして見つけたことを探検カードに書
く。
二）学校の音のクイズを作る。（２時間）
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・探検カードをもとに仕事の音と，それ以外の一
音と分ける。・ のクイズを作る。
ホ）クイズを発表しあう（１時間）・クイズを発表し，音当てゲームをする。
・音の聞き取り方や，場所による音の違いを見
つける。
へ）学校の音マップを作る。（１時間）
・クイズの絵を切り取り，場所によって分類す
る。
・分類したものを表にはり，音マップを作る。
・音マップを見て気付いたことを発表する。
このように音を活動の中核に捉えて単元構成及び主
な活動を考えてきた
。次に，これらの活動内容が単元
の展開においてどのように活動間の関連を図ることが
できるかについて説明を加えていくことにする
。
イ）の「学校の中の音探検の計画を立てる」では，
学校ではどんな音や声が聞こえるか子どもたちの経験
を出し合いながら
，音の探検隊を編成して探検に出か
ける計画について話し合うのである
。子どもたちが日々
送っている学校生活の中には，クラスの中だけを見て
も朝の放送の音やチャイムの音
，勉強している音，遊
んでいる音
，給食の音，掃除をしている音など様々な
活動によって音を耳にすることができる。
そこで
，クラスの中でどんな音を耳にすることがで
きるか発表させることによって
，音に関心を抱かせる
の音探しへと子どもたちの生活空間を拡大させるので
ある
。それが，朝学校に来てから帰るまでに学校では，
どんな音や声が聞こえるか考え
，発表する活動である。
これをすることによって子どもたちに，自分たちの教
室以外の場所についてあまり知っていないことを自覚
させるのである。つまり，ここで子どもたちは，自分の知っている現状を捉えることから出発して学校の中
でどんな音があるのか探したい欲求や願いを持ち，そ
れを解決するための音探検の計画を立てる活動へつな
がるわけである。
動へつながるわけである。
音探検の計画を立てる話し合いでは
，探検に出かけ
るグループを編成するのである。一人ひとりが思い思
いの場所に出かけていくのも
一つの方法であるが，こ
こでは
，数人の探検隊を編成することによって，同じ
音を聞いても感じとり方が違っていたり，友達との協
力も生まれたりするのでこの方が適切であると考える
。
口）の「学校の中を音探検するために必要な物を作
る
」では，まず探検に出かける前に探検隊にとって必
要な物について話し合いを行うのである
。そして，話
し合いによって決められた準備物を作製するのである。
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音の探検隊にとって必要な準備物にどんな物がある
か考えてみると
，子どもたちは，探検隊という言葉に
よるイメージから探検帽子や，剣，双眼鏡，地図，メ
モなど色々な物が出されてくると思われる
。
そこで
，子どもたちのイメージから出された探検隊
の必需品を意見交換することによって探検隊がなすぺ
き目的を明確にしていくのである
。そして，話し合い
にそった準備物を製作することによって探検活動への
意欲化につながるものと考える
。つまり，ここでは言
葉による無形の探検隊のイメージから，製作によって
有形の探検隊を作り挙げる活動といえる
。また，探検
に出かける時のルール的な内容については，子どもた
ちから出されてくれば別であるが
，そうでなければ取
り立てて話し合いを持たない方が
，より主体的な探検
活動が期待出来ると思われる。
八）の「音探検に出かける
」では,子どもたちがそれぞ
れの思いで作った準備物を身に纏って学校の中を自由
に出かけていき
，音調べする活動が展開していくの
である
。そして，発見したことをカードに記録しなが
ら音による探検活動を探求的に繰り返していくのである
。
子どもたちは
，探検隊に必要な物を作り，それを身
に付けることによって探検隊の
一員になりきることが
でき
，探検隊ふさわしい行動や意欲的な活動が期待
されるのである
。このように音の探検隊として学校の
中を自由に音のする方へ出かけていき，どこで，どん
な音がしているのか
，何の音なのか調べていくのである。
給食室では
，調理員さんが給食の準備をしている音
や
，職員室では，先生が印刷機を使っている音，電話
の音
，音楽室では，楽器を鳴らす音など様々な音を追
求することによって
，音ともの，音と人との関わりに
気付いていくことができると考えられる
。そして，そ
こで見つけた音や人
，ものを探検カードに書き残して
いき
，別の音のする方へ探検に出かけるのである。つ
まり
，ここでは音による情報収集活動が探求的に繰り
返されていることになるのである。
二）の「学校の音のクイズを作る
」では，子どもた
ちが音探検によって集めてきた情報をもとにして，学
校の音クイズを作る活動が展開される
。子どもたちが
集めてきた音の中には
，仕事と関わった音,遊びの音，
自然の音など様々な音があると考えられる
。そこで，
収集した音を学校の仕事の音に関係のあるものと
，そ
れ以外の音とに分けることによって
，仕事と音，音と
人との関わりを鮮明にすることができると考える
。
次に
，分類した音をもとにして音当てゲームをする
ための音クイズを作るのである
。音クイズでは，音だ
けを書かせるのではなく
，音のした場所や，その時の
様子などの絵も合わせて描かせることによって子ども
たちの個性にあった表現につながると考えられる
。
このように
，ここでは前時の情報収集活動によって
獲得した情報の中から必要な情報を選び出してゲ
ムー
遊びをするための準備としての製作がおこなわれるの
である。
ホ）の「クイズを発表しあう
」では，前時までに作っ
てきたクイズを音当てゲームにしてお互いが発表し
あう活動である。
音クイズでは
，遊びを取り入れた音当てゲームをす
ることによって
，子どもたちの活動意欲を高めること
につながると考えられる
。また，ゲーム的な遊びをす
ることによって
，学校探検で見つけてきた場所の様子
を身体を使って再現する子どもたちも表れてくると思
われ
，クイズ作りを生かした個性的な再現によ交流
活動につながると考える
。この交流活動によって音の
聞き取り方や感じ方の違い
，場所による音の違いなど，
音ともの，音と人と関わりに気付いていくことがで
きると考える。
このように
，ここでは情報交換活動をすることによっ
て自分の気付きと友達の気付きとを比較することがで
き
，自分が獲得した情報を確かめたり，新たな情報を
得る機会としているのである。
へ）の「学校の音マップを作る
」では，前時の音当
てゲ
ムーで使ったクイズの絵を切り取り，場所による
分類を行うのである
。そして，場所ごとにクイズの絵
を模造紙に貼り
っけながら学校の音マップを作り，そ
こからの気付きを意見交流することによって，学校を
ものと人との両面から捉えようとするものである
。
ここでは
，今までに得た情報を場所によって分類し
た音マ’ツプ作りによって
，音ともの，音と人との関係
を明確にし
，子どもたちの気付きを確かなものへと再
確認させながら学習のまとめとしているのである
。
以上のように音を中核に捉えて学校生活をものと人
との関わりの両面から捉えさせるための単元展開を計
画してきた
。活動素材としての音を取り入れることに
よって子どもたちの探検活勵が意欲的に
，且つ探求的
に行われると考えたからである。
音にはその素材が持つ特性として
，音のするところ
には必ず生活の場が存在していると考えると
，生活そ
のものが形を変えて表れているとすることができ
，多
様な生活が五感に働きかけでいることを挙げることが
できる
。この五感に働きかけることによって追求的な
活動を可能にするのである
。このように音の追求は，
生活空間の広がりとなって子どもたちの意識の流れに
そった活動を生み出すことができると考える
。
そこで
，課題としては，この改善案をもとにして実
践研究を重ねることによって，各活動間の流れが子ど
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もの意識の流れとどのように合致しているのか
，その
明確化を図ることである。
Ｖ,おわりに
本小論では
，全国の生活科研究推進校の授業実践を
手がかりにして「学校探険をしよう
」の改善案を提示
している
。かし,生活科が求めている活動素材は,自
分を含む自然や社会といわれれるように限り無く広範
囲にわたるものである
。その中にあって学校を活動素
材とした生活科授業改善案を作成したわけであるが
，
今後は,これをはじめ数多くの授業実践を参考に学校
教育現場において子どもたちの意識の連続性を基本原理とした生活科の授業を実践的に深めていくことであ
ると考える。
また,多様な生活科授業実践の中から基本となるような原理的な研究を押し進めていくことである。
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